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笹曽根の百庚申

　

高
野
区
（
須
賀
地
区
）
に
は
、Ｊ

Ｒ
飯
倉
駅
の
東
側
を
南
北
に
通
る

県
道
49
号
線
に
沿
っ
て
北
か
ら
笹

曽
根
、
中
高
野
、
戸
田
の
３
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　

４
０
０
年
ほ
ど
前
に
高
野
村
が

成
立
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
中

期
の
１
７
０
０
年
ご
ろ
か
ら
５
人

の
旗
本
に
分
割
支
配
さ
れ
た
こ
と

な
ど
で
、
集
落
ご
と
の
ま
と
ま
り

が
強
ま
っ
た
よ
う
で
す
。「
コ
ウ

ヤ
」
の
語
源
は
、
中
世
末
か
ら
近

世
初
め
の
開
墾
地
名
と
さ
れ
、
１

７
４
０
年
ご
ろ
か
ら
同
村
と
米
倉

村
と
の
間
の
沼
地
が
干
拓
さ
れ
以

後
、
水
田
の
面
積
が
増
え
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
高
野
村
の
様
子
を

伝
え
る
古
文
書
は
残
念
な
が
ら
発

見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
寺
社
境

内
や
墓
地
、
路
傍
の
石
造
物
な
ど

か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

３
集
落
に
は
明
治
の
初
め
ま
で

寺
院
が
あ
り
、
今
で
も
寺
跡
は
弘

法
大
師
堂
な
ど
や
一
部
が
墓
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
石
造
物
を
み
る

と
、
女
性
の
集
団
で
あ
る
「
十
九

夜
講
」
や
１
８
１
１
年
に
ま
つ
ら

れ
た
子
安
大
明
神
に
「
当
村
女
人

中
」、
１
８
４
６
年
の
地
蔵
尊
に

「
高
野
村　

善
女
人
中　

善
男
女

人
」
と
あ
り
、
村
を
あ
げ
て
ま

つ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

男
の
講
集
団
「
庚
申
講
」
が
建

て
た
１
７

８
２
年
の

庚
申
塔
に

は
「
戸
田

村
郷
中
」、

ま
た
笹
曽

根
の
八
坂

神
社
の
１

８
５
７
年

に
奉
納
さ

れ
た
手
洗

石
に
「
笹
曽
根
郷
」
と
刻
ま
れ
、

集
落
の
強
い
繋
が
り
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

60
日
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
「
か

の
え
さ
る
・
庚
申
」
の
日
に
村
や

集
落
ご
と
の
集
ま
り
が
庚
申
講
で
、

講
や
個
人
が
庚
申
塔
を
造
立
し
ま

し
た
。
市
内
に
は
多
く
の
庚
申
塔

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
１

基
非
常
に
珍
し
い
「
百
庚
申
」
が

あ
り
ま
す
。

　

笹
曽
根
の
百
庚
申
は
、
現
在
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
つ
寛

寿
院
跡
の
敷
地
内
に
道
路
に
面
し

て
４
基
の
庚
申
塔
と
並
ん
で
あ
り

ま
す
。
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
自
然
石

の
表
面
に
、
日
月
雲
と
と
も
に

「
百
村　

百
庚
申
」
と
文
字
が
刻

ま
れ
、
裏
面
に
は
「
萬
延
元
庚
申

年　

願
主　

久
兵
衛
」
と
あ
り
庚

申
の
年
に
当
る
１
８
６
０
年
に
同

村
の
久
兵
衛
が
造
立
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

百
庚
申
は
、
よ
り
多
く
の
塔
を

建
て
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
功
徳
を
得
た
い
と
い
う
人
々
の

気
持
ち
の
表
れ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
地
や
道
路
改
修
な
ど
で
失
わ

れ
る
石
造
物
も
あ
る
中
、
高
野
区

で
は
40
年
前
に
調
査
し
た
も
の
が

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

紫
木
蓮
咲
い
て
佛
間
を
開
け
放
つ 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

緑
青
の
連
子
格
子
や
桜
咲
く 

八
日
市
場
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高
安
せ
い
子

初
桜
天
平
の
空
昼
の
月 

若
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光
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甲
江
子

山
吹
や
苔
あ
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句
碑
の
夕
明
か
り 

登　
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伊
藤　

さ
く

落
日
に
湖
畔
ま
ぶ
し
い
夕
桜 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

晩
学
の
辞
書
の
厚
さ
や
春
愁 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

豆
の
花
も
う
は
や
寒
波
に
は
負
け
ず 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

雪
よ
け
の
雪
よ
り
も
白
き
牡
丹
咲
く 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

紅
椿
子
猫
の
タ
マ
も
成
熟
す 

栢　
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石
田　
　

健

惚
け
防
止
医
者
の
勧
め
で
詩
づ
く
り 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

鯉
の
ぼ
り
空
に
泳
が
せ
初
節
句 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

巣
立
つ
子
等
ロ
ー
カ
ル
線
で
行
く
都
会 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

露
天
風
呂
湯
気
立
つ
先
に
猿
の
群
れ 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

別
棟
の
条
件
だ
し
て
婿
決
ま
り 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
江

農
繁
期
立
っ
て
る
親
を
扱
き
使
い 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

親
離
れ
自
立
も
出
来
ぬ
子
等
が
増
え 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

御
来
光
富
士
に
神
見
る
エ
ト
ラ
ン
ゼ 

飯
倉
台　
　
　

川
島
よ
し
郎

農
機
具
の
音
も
か
ろ
や
か
春
つ
げ
る 

川　
　

辺　
　

及
川　

利
道
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